グループワーク

　＊　活動するのは参加者だけど、グループワークを行うのは援助者（以下「あなた」という。）です。

　＊　一人ひとりの参加者にとって、とても良いものとなるように援助します。

　＊　参加者といっしょに計画を立てます

　＊　参加者一人ひとりの能力に合わせます。必ずしも全員同じ課題にする必要はないでしょう。

　＊　「何のためにするの？」という質問には、はっきり理由を答えられるようにしておきます。

      準　備

　①　利用者の生活状況，思っていること，感じていることを理解します。（『波長合わせ』といいます）　②　目標は何なのか、何を援助すればよいのかを考えます。

　③　援助を始めるまでに、同僚に主旨を理解してもらい、支持を得ておきます。

　④　グループと個人の両方を見ながら、参加者中心にすべてを考えます。

　⑤　メンバーを募集または選択します。

　⑥　回数や期間，内容，場所などを考えます。

　⑦　一人ひとりに声をかけ、参加を促します。何を何のためにするのかを、わかりやすく説明します。

　⑧　記録の用紙（様式）を考えます。

　⑨　いつやるかが決まったら、案内と声がけをして、だいたい何人ぐらい参加するか確かめて準備をして　　おきます。

      始まり

　①　あなたは、参加者一人ひとりがグループにスムーズに入っていけるように、「わからない」，「不安　　に思っている」「緊張している」などを少しずつでも取り除く努力をします。少しぐらいはふざけても　　よいでしょう。

　②　あなたと参加者は約束をします。

　　（あなた）⇨　活動内容，援助内容，できること，など

　　（参加者）⇨　どういうことをするのか，どうしたいか，など

　③　自分から進んで活動できるように手助けをします。

　④　第１回目の活動を振り返って反省します。また、２回目以降の活動の見通しを立てるなど、話し合い　　ます

      活動中

　①　グループの中で、「個人」の援助目標を立て、具体的に行動が出来るように励まします。

　②　グループが、「個人」にとって必要なものになるように援助します。たとえば、一人よりみんなのほ　　うが楽しいと思うような働きかけなどです

　③　活動への援助を行います。頑張ったことをほめたり、少しずつでも満足できるように手近なところに　　目標を置くのもよいでしょう。専門的な指導も必要かもしれません。

　④　反省します。効果はあったか？　内容はこれでよいか？　援助の仕方はこれでよいか？　などです。

      終わり（年度末など）に近くなったら

　①　お互いの成果をまとめ、スムーズに終了できるように準備をします。

　②　参加者に状況，感じていること，思っていること，必要としていることを理解します。そして感受性　　豊かに受容して、いっしょに感じましょう。（楽しかった，うれしい，もっと続けたい，もう少し頑張　　ればもっと何かできそうだ，など）

　③　参加者といっしょに、活動の始まりから振り返ってみます（反省会）。個人にとって役にたったか？　　どういう意義があったか？　何をおぼえたか？　何ができるようになったか？　などです。

　　　あなたも、「個人」，「グループ」についての評価を、担当者として、同僚とともに評価します。

　④　あなたは、活動が終了してから、一人ひとりのアフターケアについての援助計画を立てます。

　　　それぞれの評価や、各人の関心，課題などをまとめ、新しい援助の準備をしておきます。それは、次　　回活動の資料となります。
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